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　晋州保健大学は韓同南部の音州市に１９７１年に晋州看護

専門学校として設立された．その後大学の規模が増大し
，

現在では８学科（看護科，臨床病理科，歯科衛牛科，歯

科技丁科，皮膚美容科，保健行政部門，同際観光部門
，

コンピューター膚搬技術部門） ，学生総数２２００名の大学

となっている

　長崎大学医療技術短期人学部は１９９５年６月 ，晋州看護

保健尊門大学（当時）と教育研究交流に関する協定を締

結している 、この協定に基づき１９９６年には韓同学牛が来
［］ ，１９９７年には医療短’人学生が訪韓し，各々ホームステ

イ等により交流を深めてきたＩまた教員レベルでは日韓

の共同研究行われ，１９９９年から２００１年にかけて５編の共

同論文が発表されている ．このような歴史を基礎に，医

療短人との交流協定を人学問レベルの協定にするという

機運が高まり ，２００２年９月１１日に大学間協定が調印され

た． これに先立ち ，学牛交流 ・共同研究の再活性化を指

向した努力がなされてきて ，２００２年７月に韓国看護学科

学生１７名の訪口が実現した

学生交流予定

　表１の予定で交流を行うこととした

受け入れ態勢

１． イ本験学習

　晋州保健大学学生の体験学習希望が，大学施設，附属

病院の実褐見学，在宅看護同行，地域保健施設訪問であっ

たので，受け入れのためのワーキンググループ（官下弘
ｒ， 浦口］秀子，大石和代，半澤節丁各教官で構成）を立

ちトげ，各施設との調整を行 った

　長崎大学医学部附属病院では病棟としては産婦人科病

棟（２階） ，病院内設備として腎疾患治療部，理学療法

部， 光学診療部を見学することとした

　地域保健施設 ・在宅看護としては長崎県琴海町立病

院の森俊介前院長の協力を得て，琴海町立病院および

琴海町の家庭を小グループに分けて訪１呂１見学することと

した

表１ ．学生交流（ホームステイ）予定表

７月３日（水）

７月４］（木）

１７：ＯＯ

１９：ＯＯ

０８１３０

０９１３０

１４：ＯＯ

１４１３０

１５：ＯＯ

１６：３０

ユ７１００

７月５ｕ（金）　ユＯ：ＯＯ

　　　　　　ユ３：ＯＯ

７」ｊ６臼（ニヒ）

７月７日（円）

７月８□（月）

０９：ＯＯ

０９：３０

１０：００

ユ８：Ｏ０

２０：ＯＯ

０８：４０

０９：３０

１２：３０

出国審沓および乗船

出発

下関至■」着

長崎へ出発（貸切バス〕

長崎大学到着

歓迎式

講演会

学内見学

歓迎パーテイー

　ホームステイ

大学，病院などの見学

家庭看護同行，地域保健施設訪問

など（琴海町ウ１病院）

　ホームステイ

長崎市内観光

　ホームステイ

送別式

ド関へ出発（貸切バス）

川国手続きおよび乗船

韓国へ出発
韓」 国至■」着

晋ナト１へ山発

晋州到着および解散

引率教官；２名（宋愛堺，崔鋳赫〕

学牛；１７名

２． ホームステイ

　１矢療短大および保健学科の全学生にホームステイのホ

スト希望を募ったところ ，約２０名の学生が応募し，この

巾から１７名にホストを依頼し ，　 ・人の学牛が …人の韓国

学生のホストとなることとした．来Ｆ１予定学生は全て女

１１咋であ ったのでホストも全員女性とし，ホストとしての

オリエンテーションを行 った．ホスト学生は家族と同店

している者も単身アパート住まいの学小もいた．ホスト

の所属は看護学科１年牛５名，看護学科２年生４名，看

護学科３年牛３名，肋産学専攻３名，理学療法学科２年

生１名，作業療法学科２年生ユ名であ った、韓国学牛と

ホスト学生の一覧を表２に示す

１

２

長崎大学医学部保健学科教育研究委員長

長崎人学医学部保健学科［１韓学術交流ワーキンググループ座長
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表２ ．ホームステイ学生とホスト学生

訪間学牛 ホスト学 ．生

看護ユ年

看護２年

ぺ・ ユンジ ョン

ソン ・ウンジュ

チョン ・ヘジン

キム ・ヒヨン

キム ・ヒジン

チヤン ・ヒジ ョン

ユン ・ジヘ

イ・ ドウレ

ホン ・インホア

ソン ・ナヨン

イ・ シネ

ペ・ ジンホア

パク ・ピリョン

イ・ ウンジン

チェ ・ヒョンミ

キム ・ジョンウン

イ・ ジュウン

看護ユ年浅田祥子
　　　　井出志穂美

　　　　出出　順子

　　　　岩留　智美

　　　　１■１口　美咲

看護２年　伊東　知恵

　　　　　　　　泉

　　　　仲宗根美香

　　　　濱崎由記子

看護３年緒方るいｒ

　　　　折原未亜子

　　　　木原早紀・了・

助産専攻　石橋　陽子

　　　　蔵岡　育美

　　　　園田　佳代

理学２年岩永桃子
作業２年　井卜　摩紀

３． 通訳

　来ロメンバーとして学生以外に２名の引率教官が来日

され，内１私は日本語学科の教官であったが，一人で全

ての通訳を行うことは負担が大きいと考えられたので
，

日木での通訳を確保した．来日当□の講演会，歓迎パー

テイー ２Ｆ１目の病院見学，家庭訪問のために医療短大

図書室勤務の坪井路子さん他５名の在日韓匡１人，韓国留

学生に通訳を依頼した

交流の実際

　本学学生は’前期授業期問中であったので韓同学生との

直接交流する機会は少なかった

ユロ目（木）

　一行１９名（宋愛理，崔鋳赫各教官，学生１７名）は午後

１時頃到着した．昼食後，長崎大学全体の概要を映像で

紹介した．その後，１０１教室に移動し，寺崎明美医療短

人部長を迎えて歓迎式典を開いた．式典には看護学科２

年生，助産学専攻学生および教官が参加した．式典では

寺崎部長，引率教官として宋愛理副教授，韓国学生代表
，

ホスト学生代表（緒方さん）各々の挨拶があった

　式典に引き続き ，「中年女竹の閉経管埋と閉経症状お

よび性生活の様相」との演題で宋愛理氏が講演を行った

このテーマは口韓の共同研究のテーマとすることが決定

されており ，現在研究は進行中である ．講演会後に記念

撮影，学内案内が行われた

　午後５時から医療短大生協食堂で歓迎パーティーが盛

大に行われた．パーティーにはホスト学生も全員参加し
，

終了後，韓国学生を伴って帰宅した

２日口（金）

　韓国学生はホスト学生と共に登校．医療短大の沿革

概要等の説明後，石原和子看護学専攻主任より病院見

学のオリエンテーションが行われた ．附属病院に移動
後， 看護部長による病院概要の説明があり ，２階産婦人

科病棟の見学へと移動した．病棟では医療短人学生の

実習風景，病棟内見学，携帯端末機使用状況等の説明が

あり ，未熟児室内見学も行われた．その後，腎疾患治

療部での血液透析，理学療法室，光学診療部の見学を行 っ
た．

　午後は長崎大学のマイクロバスで琴海町に向か った

琴海町南部総合センターで森俊介先生による琴海町の医

療保健システムの説明，同センター内のデイケアの見学

を行 った．その後，韓国学牛を４つのグループに分け
，

保健師等の方々に伴われて４軒の在宅看護を見学した

見学後，琴海町立病院に集合し，反省会を行なったが
，

韓日の違い等につき学牛の活発な意見陳述があった ．そ

の後，医療短大にマイクロバスで戻り ，ホストと共に帰

宅．

３Ｆｌ□（土）

　ホスト学生，数名の教官と共に ’日市内観光とした

原爆資料館，平和公岡（韓国人被爆者慰霊塔を含む）
，

永井記念館，浦上大主堂を徒歩で巡り ，昼食後（中華料

瑚）は一口乗車券を使って路面電車で移動した．出島資

料館，大浦夫主堂，グラバー園を巡り ，グラバー園で自

由解散とした．この後殆どの学生はホストと共におみや

げ等を求めて浜の町方面に移動した

４日目（１ ’１）

　ホストと共に登校後，送別式を行った．部長挨拶，韓

１玉１学生代表挨拶，ホスト学生代表（折原さん）挨拶をもっ

て終’ｒし，一行は貸し切りバスで下関に向けて出発した

総括および感想

　今回の来日時期は本学では前期授業期間中であり ，本

学学生との
■１１

分な交流ができたとは言い難いことが残念

であ った．しかし，このような交流が日韓の相互理解を

深めるためには非常に有意義であることは論を待たず
，

今後とも継続していくことが重要である ．２００３年度は本

学学生の訪韓を行いたいと思 っていたが，ＳＡＲＳ騒ぎで

中．１トの止むを得なくなったことは残念である ．２００４年に

は是非訪韓を実現したいと考えている

　多くの方々の協力により交流が滞りなく行われたこと

に関して深く感謝いたします、まず，ホストを引き受け

ていただいた学牛諸君とともに琴海町で家庭訪問を快く

リ１き受けて’ ドさっ た方々に心より感謝いたします．また
，

琴海町の南部総合センター・ 琴海町立病院の関係者の方々
，

通訳をお願いした方々 ，長崎大学医学部附属病院の関係

者の方々 ，多くの協力いただいた本学教職員に感謝いた

します

　総じて韓［玉１学牛の印象は「元気」であ った．来］時期

はサ ッカーのワールドカッ プの直後だったこともあり
，

歓迎式の時には学生は全員韓剛，む援団の赤いＴシャツを

一１２８一



韓国榊１・１保健大学との学術交流報告：韓国学牛のホームステイ

着て応援歌の大合喘を行い，本学学生は度肝を抜かれた

ようであった．２口Ｈの家庭訪問後の反省会では，鋭い

観察眼を持ち ，〔韓の差の認識，その違いに．ヴ脚して白

Ｌの意見を集約して述べる能力には刮目すべきものがあ っ
た、 また本学学生の感想文にあるようにホスト宅でもよ

く語り ，よく遊んでいたようである

　本学学牛も数組のホストやその友人たちが集まって食

事をしたり遊んで交流していたようである ．最初は言葉

の壁があったが，最終Ｈにはかなり理解し介えるように

なり ，送別式の時には涙々で離れがたい学生もいたよう

である ．交流終了後のホスト学生の反応は全員肯定的な

ものであり ，最初は戸惑いもあ ったが有益だ った，機会

があればまたホストをしたいとか，今度は向分が韓同を

訪問したい，といったものであった

　本交流事業は木学教員のカンパ，医療短大後援会から

の寄付，輔仁会からの寄付でまかなわれた．収支の概要

を表３に示すとともに，閑係諸氏にお礼｝しトげます

　最後に，この報片文はｌ１韓両学小の感想文を付けて報

告書の形態をとる予定であった．本学学生の感想文は韓

１刈留学牛および坪Ｊトさんの協力を得て韓１■ｌｌ１許に翻訳して

剖１・１保健大学に送 ったが，韓囚学生の分は送られてこな

かったので，遅ればせながらこのような形態でここに報
１１

｝することとした

表３ ．収支報告

支山　　　　収入
歓迎パーテイー

　　 ・翻訳謝金

ホスト謝礼

入館料

電中ニユ１ １■乗車券

献花

昼食代（韓［圭１学生〕

リｌ　ｊ辛｛孝女 ’自存〒｛白ヰ ＝１ぺ芋

写真代

そ０）他

ユ６０ ，ＯＯ０

６０，０００

ユ０２ ，ＯＯ０

３４ ，７８０

ユ９ ，ＯＯ０

　８ ．４００

４３ ．５００

４０．３２０

　５ ．８４５

　５ ，５００

教官助成金

教育後援会

輔仁会

繰越金

２５０ ，Ｏ（〕０

９４ ．０９０

１００，ＯＯ０

３５ ，６５５

　　　　計　　　４７９，７４５　　　計　　　４７９ ，７４５

教一 ’リヵ成金は教
一■Ｉ

“カ・らび）カンパ

緕…越令は ’前１ １１］の ￥＝荷〒交｛充からの辛葉り １越し

本字学生の感想文

　韓１玉１の学生を迎えて

　　　　　　　　　　　　　看言隻１勾三　　　｛美田　　ヰ羊ｒ

　韓１玉１の学生を迎える前，同じようにホストをすること

になっている友達と　 一緒に私は色々な事を考えていまし

た． 韓国の人ってどんな感じなんだろう ，□本に対して

どういう感情をもっているのだろう ，どんな食べ物が好

きかな，スキンシッ プはとる方だろうか一一 　’緒に３

１］問過ごすことになっ ていたので，向分の１」常生活のユ

つ！つを検討して ，韓１１１；１の人にくつろいでもらえるよう

にしようとしました．しかし ，私は今の韓１’ｌｌｌについてあ

まりにも無知で，人した準備もできないまま韓国の学牛

を迎えることになりました

　７月４日の夕方，医技短生協での夕食パーティーにむ

かいました．私は柵手が］木人であっても初対面となる

と緊張するのに，言菓も通じない韓固の人との対面はと

ても不安でした、会って何も話せなかったら」どうしよ
う， 嫌われたらどうしよう ，と考えても仕万のないこと

ばかり考えていました．けれども ，そんな心配は全く必

要ありませんでした．やはり韓同語は全く理解できなか っ

たけれど，英許で話をすることができ ，私の家にきたユ

ンジ ョンはすぐに私のことを受け入れてくれて，私に色々

な質間をして２人の会話をリードしてくれました

　４円の夜は他のペアに混じっ て１人のホストの家にお

しかけて，韓１巨１とＨ本のおかしを食べながら ，おしゃべ

りやゲームをしたのですが，私は韓同の学生のゲームに

取り組む時の真剣さに驚かされました．それは罰ゲーム

があるからで，その罰ゲームも厳しいものだから ，それ

がゲームを真剣勝負にし ，盛り ．トげているのです．その

］だけでなく他の□も皆でゲームをしたりしたのですが
，

そのｌ１寺もやはり罰ゲームがあって，皆常に真剣でした

　私の勝千なイメージとして韓国の人は堂々としている

というのがあ って，」緒にご飯を作 ったり ，片付けをし

たりするというのは想像していなかったのですが，彼女

たちは本当にド１ら率先して料理をしてくれたり ，洗い物

をしてくれたり ，非常に協力的だったというのが印象に

残っ ています．私だ ったら ，ここまでや ったらかえって

迷惑になるかなと思うようなこともどんどんしてくれて
，

とても助かりました．けれど，そういうことをたくさん

やらせてしまい，家に迎えるというより ，・一紺に小沽を

したという感じになって，あまりくつろぐ暇もなかった

んじゃないかと少し中し訳ない気持ちにもなりました

　ホストを引き受けた当初は３泊４Ｈは長いかなあと思 っ

ていたのですが，思 ったよりも３泊４日は短、くて ，　 ’緒

にゆっくりと話す時間がとれず，夜更かししつつも話を

しました．最後の日の買い物も時問がなく ，屯停から

２００ｍぐらいしか動けないまま ，いろんなお店を見せて

あげることができず，とても残念でした．今の口木をもっ

ともっと見て聞いて感じてほしかったけれど，時間と私

の語学力の無さで１一分に伝えることができませんでした

　Ｆ１木は過去に韓国に対して良くないことをしてきた腔

史があるということを私も今まで学校で習 ってきている

ので，韓同の人はＨ本に対してよいイメージを持ってい

ないと思 っていたのですが，今川はそういう意味でも韓

国の学牛と若者どうしの交流ができて本当によかったで
す． 今までちまちま考えて行動に移すことができないこ

とが多い私でしたが，韓［玉１の学小を家に迎えて ，一一一緒に
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生活をして，細かいことを色々と考える事も必要だけれ

ど， どんとぶつかっていくことも大切だということが分

かったような気がします．そして，韓国に暮らす友達が

できたことで，韓国という国が以前よりもぐんと近づい

たようにも思います．この経験は今後の私の人生におい

てきっと大きな糧となることでしょう

　最後にユンジ ョン ，ヒョン，ウンジュをはじめ韓国か

ら来て下さった方々 ，すばらしい時間をどうもありがと

うございました

　ホームステイ受け人れをしたこと

　　　　　　　　　　　　看護ユ年　　丼手志穂美

　最初はやはりとても迷いました．自分の今の生活でも

手一杯の私がホームステイの受け入れをして，それで本

当にお互いのためになるのかとか，国 ・言語の違いがあ

るのに，うまく４日問すごせるのかなど，不安は沢山あ

りました．でも ，しないで後悔するより ，してみなくちゃ

と思い，受け入れを決めました．そして，今は本当にい

い経験ができたなあと思います

　実際私達がしたことで一番印象に残っているイベント

は「手巻き」で，その他は，お互いの国の言葉を教えた

り， ゲームをしたりしました．たいした事ではないんだ

けれど，４口間共にそういう事をしながら過ごして，お

互いの国（文化）の違いなど，少しですが分か ったし
，

沢山の事を一緒にできて楽しかったです．私は友達と ・

緒に夜もいたので，あまりゆっくり」対 ・」で話すことが

できず，ハングル語を少ししか教えて貰うことが出来な

かったのが少し残念でした．韓国の人はしっ かりと日本

語を勉強していて，覚えるのも早いし，白分といったら

何も話せず，なかなか覚えずで情けなかったです

　普段私達があたり前に使っている ，コミュニケーシ ョ

ンの手段である臼本語も国が違えば言語も違うわけで
，

通じなかったこと ，伝えたいことがなかなかうまく伝えら

れないもどかしさを実感しました．そして，やはり日本

人同士のつき合いでは分からない同民性があることに気

づきました．１つ強く思ったことは日本人はよく「あり

がとう」や「すみません」を使うと聞きました．私もよ

く使っていたのだと思います．だけど，それはその場をう

まうやりすごすために使っているのではなく ，本当に感謝

したり ，申し訳なく思うから使うのだと私は思います

また，その言葉の範囲が広いのではないかと思いました

　また，同時に同じだなあと感じることも沢山ありまし

た． 言葉があまり通じないからといって，頼んだ事をう

まくできないわけじゃないということにも気づかされま

した．みんなでよく笑いました

　本当に，今回国境を越えて知り合うという機会をもつ

ことができて，よかったです．普段とは少し違う ，忙し

かったけど，ためになる４日間でした

　あまりうまく書けなかったけど，これが私の初めてのホー

ムステイ受け人れの感想です．ありがとうございました

　韓国学生のホームステイを受け入れて

　　　　　　　　　　　　看護１年　　出田　順子

４日問のｌｌ１来事

７月４口

　歓迎パーテイーではじめてヘジン（受け入れた子）と

会う ．自己紹介をする 、韓国の学牛の積極さとおしゃれ

なことに驚いた．解散後，韓国の学生４人とホスト４人

で私の家に行き ，８人でおしゃべり ．韓国のお菓・子，ジュー

スを飲ませてもらう ．日本のお菓子，ジュースを買 って

きて食べてもらう ．英語を使って８人でゲームをして盛

り上がった．最初はあまりうまくコミュニケーシ ョンで

きず大変だった．でもゲームをしているうちにだんだん

相手のことが分かってきたし，韓国のお菓子もジュース

も味は日本のものと変わらず美味しか った ．Ｅ－ｍａｉ１が

□本よりも普及しているということも分か って，韓国の

ことがちょっとずつ分かってきた．韓国学生の希望によ

り， ４人（口本人２人，韓国人２人）ずつ泊まることに

なる ．夜は１：３０くらいまで韓国語＆口本語の教え合い

を４人でした．私としても１人だとちょっと不安だ った

し良か った．韓国の学生も言葉が通じる人がいるし，私

も言葉が通じる人がいたので，英語を使っての会話がか

なり盛り上がって楽しかった

７月５円

　朝食；そうめん，チーズ．□本の食べ物を食べて欲し

くて，そうめんにしたがｄｅ１ｉＳｉＯｕＳ と言ってたくさん食

べていたのでホッとした．このころになると何か言いた

い時には，韓国の学生も私達ホストも自然に英言吾を使う

ようになってきていた

　夕食；回転寿司．韓国の学生２人とホスト２人でアミュ

の回転寿司に行 った．わさびも「ｔｒｙ？」と言って試し

てみてもらった．韓国にもわさびはあるらしいが，日本

のものほど辛くないらしく　「ａ１ｉｔｔ１ｅ　ＯＫ ，ｂｕｔ　ｍｕｃｈ

ＮＯ！」と言っていた ．［口１っ ているお寿司で食べたいも

のを指差してもらっ て， その度にそれのさび抜きを注文

した．水がなくなった時には韓国の子に「水を下さい」

と言ってみてもらった．回転寿司はかなり喜んでいたの

で良か った．その後プリクラを撮った．とても喜んでい

たから良かった

　私の家に韓国の学生３人，ホスト３人が来て，３時問

くらいしゃべった．韓国では髪の２つ結びはしないこと

や， 私は韓国の人の考える典型的な日本人であることな

ど， いろいろなことが分かって良かった．せんべいは韓

国人にとっ て塩辛すぎるそうだ

７月６Ｈ

　朝食；ごはん，味噌汁，梅干し，味付け海苔，いり卵
，

納豆．味噌汁，海苔，いり卵はｄ ｅ１ｉｃｉｏｕｓ と言っていたが ，

梅干しはダメだ ったし，納豆は匂いを嗅いで手もつけな

かった

　昼食；チャーハン ，皿うどん ，ちゃんぽんｉｎｒ１］華料

理店．皿うどんは’甘くて苦手だそうだ．韓国のジュース
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の値段を聞いて日本の物価が韓国の２倍だと知る ．洋服

が欲しいと 。÷っ ていたので」番安い店に連れて行ったが ，

ｅｘｐｅｎｓｉｖｅ と言ったのであきらめた ．１００円シ ョッ プは良

かつたようだ

　夕食；回転寿司．韓国の子が一番仲の良い友達と夕食

を食べたいと言ったので，その友達の郁合により ，また

お寿司になっ てしまった．申し訳なか った．ゆかたを借

りてきて着せてあげた．すごく喜んだので，わざわざ惜

りに行ったかいがあ った．お互いの家族のことについて

話した．韓国の千の家のことが分かって良か った、今度

は私たちが韓国に行くと約束した

７月７Ｈ

　朝食；コーンフレーク ．コーンフレークが良いと言 っ

たので ・絡に買いに行 った、もう英語でのコミュニケー

ションはバッ チリになっていた

感想

　会う前はかなり不安で「受け入れしなきゃよか った」

と思 ったこともあったが，会ってしまえばどうにかなる

もので「受け人れして本当に良かった」と今は思ってい

ます．私は今までも外同文化には興味はあったのですが
，

今１口１の受け人れを通して，より…属その気持ちが強くな

りました．今度は私が外国に行っていろいろなことを学

べるといいなと思っています．もし，またこのような機

会があ ったら ，ぜひまたやりたいです

　ｕ韓交流を終えて

　　　　　　　　　　　　　看護１年　　岩留　智丈

　韓国の学生さんと過ごした４臼間は，本
二１１ｊにあ っとい

う間でした．今振り返ってみると ，毎口時間に追われて

いたような気がします．しかし，本当にたくさんのこと

を学ぶことができました

　最初に，戟国のみんなが赤いＴシャツを着ていたのを見

て， とても驚きました、そのうえ歌を歌うときに，私たち

］本人とは比べ物にならないくらい大きな声だったので
，

韓１刊人のトｆ１結力の強さを見た気がしました．また，交流

杣手と出会ってからも積極的で，圧倒されてばかりでした

帰りもみんな一緒で，友達と一緒にいたいという人が多かっ

たので，グループごとに帰っていきました．私は４人で泊

まることになりました．□木人は，［分の意志を伝えるこ

とが苦千だったり ，遠慮したりするので，韓国人の意志の

強さを，余計に強く感じてしまうのだと思います

　家では，よく気を遣ってくれて，いろんな手伝いをし

てくれました．特に，私の交流柚千はとても優しくて ，

歩いているときには，荷物を持とうとしてくれたり ，坂

を上っているときには，背中を押してくれたりしました

しかし ，私は「入’丈火だよ」と“って断ることが多か っ

たので，「いつも断るよね」と言われました．友達も同

じことを ’言われたそうです

　また，食事の場でも ，Ｈ本と韓国の間には違いがありま

した．Ｈ木では，作ってくれた人に感謝の気持ちを表すた

めに全部食べます．しかし，韓国では，全部食べたらまだ

食べたいという気持ちを表すので，少し残すそうです

　お打二いの文化や習慣について，英語やジェスチャーを

織り交ぜながら会話していくことによって，もっと柵手

のことを知ることができるようになりました．私たちも韓

１玉１の学生さんも ，英語を１二手く話せるわけではないので ，

会話をするには時間がかかります．しかし，それが逆に

親近感をもたらせてくれるし，問違 った’文法でも理解で

きるのです．私たちは英語を中心に，口本語，韓国語
，

巾国語，Ｂｏｄｙ１ａｎｇｕａｇｅの５つの言葉で話しました ．韓

同語は発音が難しくて，なかなか通じませんでしたが
，

韓国の学牛さんは日 ■木語を覚えるのが早かったので，と

ても勉強熱心だと思いました．それに比べて，韓国語を

なかなか覚えられない白分が恥ずかしくなりました

　今回の交流で１番驚いたことは，いつも千をつなぐこ

とでした．まだ，あまり仲良くなっ ていない初Ｈから
，

韓１玉１の学牛さんの方から手をつないできたので，びっく

りしましたが，周りの人もみんなそうしていたので，これ

が普通なのだと ，すぐにわかりました．□本人は友達１司

士で手をつなぐことはほとんどないので，韓国人がとても

フレンドリーに思えました．逆に韓因人にとっ て， ］’本

人は愛想がなく思われるのかなあ，と心配になりました

特に私は恥ずかしがりやなので，韓同の学牛さんにそう

思われたかもしれません．韓同の学牛さんは積極的に言舌

しかけてきたり ，白分の気持ちをはっきり伝えてきたりし

たので，私も見遇わなければいけないと思いました

　４□間は本当に忙しく ，時問に追われてぱかりでした

が， ゆっくり落ち着いた今，考えてみると ，［本人と韓

同人が数人で共同牛活できたことは木当にすごいことだ

なあ，と思います．１刈じＨ本人の友達とでも締構人変な

ことなのに，言葉や’文化が違う人たちが４口閉も」緒に

暮らせたのです．これは実際に経験してみないと絶対に

わからないことだと思います．いつの問にかＨ然と英語

を話すようになっ ていたり ，ホームステイが終わってから
，

日本言吾だけの会話を不思議に感じたりします．まるでホー

ムステイの頃の］分が別人のようで，夢を見ていたかの

ような気分です．しかし，ホームステイの受け入れをして
，

文化だけでなく人との付き合い方も学ぶことができて本

当に良かったと思います．またこのような機会があったら
，

今回の交流よりはもっと余裕を持って行動できるのでは

ないかと思います．今回友達になった人たちとも ，ず っ

と仲良くしていけたらいいなあ，と思います

　韓国の学生との交流を通して

　　　　　　　　　　　　　看護１年　　山ｒ．１美咲

　私は韓同の学牛を受け入れる前とても不安だ った．受

け入れにＯＫしたものの，私は英許が人の苦千だからだ

　案の定，韓国の学生ヒジンとは初日はどう英語で話せ

ばいいのかわからなかった、また話しても発音やアクセン

トの違いでうまく通じないことも多く ，どうしたらいいの
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かわからない状態にまで陥 った．しかし２日目に他のホ

ストの友達の家であしゃべり＆お泊まり会をしたことで
，

ずいぶん話せるようになり最後の方はずいぶん仲良くでき

たと思う ．いろいろ食べてもらった巾で味噌汁やお寿司

という日本の伝統的な食．事を気に入ってくれて良かった

　私はこの４日間という短い問で，コミュニケーション

の大切さを改めて学んだ．英評がうまく話せなくても
，

いろいろ工夫しながら一生懸命やれば充分思っているこ

とは伝わるのだということが，身をもって体験できた

初め私は完壁な英語を話そうとして，なかなか話しかけ

られなかったが，そんなことは気にせずどんどん話しか

けるべきだ った．そうすればもっとヒジンや他の韓国の

学生の子達と仲良くなれたかもしれない．でもやはり英

語がすらすら話せることにこしたことはない．私もヒジ

ンとほとんど英語で話していたように，英語はこれから

の時代にはかかせない言語だと思う

　４］間，本当にあっという間だった．もう少し期問を

長くしてくれたら良かったのに一一 今は韓国の学外を

受け人れて良かったと思っている ．いろんなことを学べ

たし，近いけれど遠い国だった韓国がギュッと身近に感

じられた．甘すぎる食べ物が嫌いなことなど習慣や文化

に違いもあ ったけれど，顔や言語は］本に近い、また韓

国の学生はとても明るく元気！来年は約束どおり私達が

韓国におじゃまするつもりなので，彼女達に負けないよ

うにしないといけない．そしてそれまでに韓国語の勉強

を少しずつやらないと！

　韓１圭１人ホームステイの受け人れ

　　　　　　　　　　　　　看護２年　　伊東知恵

初めに

　韓国人のホームステイは少し興味があ って家族も受け

人れて良いということだったので３日のみということも

あって安易な気持ちで “Ｙｅｓ” を出しました．しかし韓

同人の来口が近づくにつれて，ちゃんとコミュニケーショ

ンできるのか？とか，家は遠いしきたない所でいいのか？

というさまざまな不安がでてきました．そういう不安な

気持ちながらも来口の日は普通に近づいてきました

１日目

　初めて韓国の人に会った感想は，元気でみんなタフな

感じで，イメージと同じでした．日本のサ ッカーの応援

をしてくれた時は少し感激しました．名前は分かってい

たけどまだ顔が分からなくて自分の受ける韓国人が分か

るまでドキドキしていました．歓迎会の時はたくさんの

料理が並んでいておどろきました．会が始まっ て少しず

つ韓国の人と接するようになったけど，まだなかなかコ

ミュニケーシ ョンはとれなくて ，ただ料理の名’前や何が

入っ ているのかを教えたりするだけでした．受け入れる

韓同人との紹介があ って，やっとホッとしました．ヒジ ョ

ンは見た目は大人っぽくてキツイ感じがしたけど実際は

とても明るくてハイテンシ ョンで親しみやすい人でした

その日はバスで家へ帰って，父は彼勤だったので母と妹

と弟を紹介しました．母が英語をまっ たく話せないにも

かかわらずヒジ ョンと話したり ，コミュニケーシ ョンを

はかろうとしていたので安心しました．夜は ’母１と妹とヒ

ジョンで話したりして楽しかったです

２ＨＨ

　朝は６時２０分に起きるとヒジ ョンに言っていたので私

が起きたらヒジ ョンはもうふとんもたたんで’ドにおいて

顔を洗ったりしていました．私は睡眠が足りないと起き

れない人だったけどヒジ ョンは２時間しか寝なくていい

と言っていたので朝は強かったです．バスでは家から乗

り換えで１時間３０分かか って，１本目のバスは混んでい

て座れなかったので１時問は立ちっ ぱなしだったので
，

ヒジ ョンは具合が悪くならないか心配だったけど人丈夫

そうで良かったです．それどころか席が空いて私がヒジ ョ

ンに座るように言っても座らなくて，逆に私に座れと言 っ

ていたので座らせてもらいました．ヒジ ョンは私が思 っ

たよりも体力がありました．ヒジ ョンは時々「レディー

ファースト」と言って私を優先してくれて白分のことを

「ＩａｍＳｔｒＯｎｇ」といっ ていて，なんか頼りになる感じ

でした．その□の夜は父も帰ってきて母とヒジ ョンと４

人で韓国のことなどを聞いたり話したりしました ．でも

父は酔っていたしヒジ ョンも疲れたと思います

３日目

　今［．１は学校に９時に着いたら誰もいなくて学校集合で

はないのかと少しＬ、配しました ．１５分くらいになっ たら

みんなが来たので安心しました

　初め原爆資料館に行って写真を見たりしました．人間

の身体が焼けている写真を見て私もヒジ ョンもとてもシ ョッ

クを受けました．写真を見たことのある私でさえ改めて

ショックを受けたのでヒジ ョンはもっとショックを受け

たのだと思います．この爆弾を落としたのがアメリカで

あると私に確かめた後，ヒジ ョンは「アメリカｂａｄ」と

言っ ていたので，それは昔の事であり日本も悪かったと

言ったが，また核の資料の所でアメリカが核実験の多い

のを知 ったヒジ ョンはまた「アメリカｂａｄ」と言ってい

ました．お性にはもうみんな疲れきっていて，お腹もす

いていて浦 ．１二天キ堂に着いた時にはみんなが「ｈｕｎｇｒｙ！」

と話していました

　お昼では８人くらいでテーブルを囲んでみんなで食べ

物の話や言葉の話や行儀の話（□本ではお茶碗など持 っ

て食べるが，それは韓国では行儀が悪くて置いて食べる

のが良い）を話したりして楽しかったです

　２６聖人の所では本当にきつくてグラバーまでもたない

かと思っていました．２６聖人の説明は少し知っていたの

で少し説明していたら先輩が来て英語で詳細に説明して

いたので私ももっと長崎の歴史を勉強しないといけない

と思いました．グラバー園では白由行動だったので少し

写真をとったらすぐに川口に向かいました．４人で行動

していたけど４人とも疲れていたので，おみやげを買 っ
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て（ｎ分たちがＫｏｒｅａへ） ，浜の町へ行きました

　浜の町ではｌＯＯ円ショッ プに行 ってＫｏｒｅａたちを少し

置いて ，２人でＫｏｒｅａへのおみやげを買いに行 って ，お

茶とよりよりを買いました ．Ｋｏｒｅａをいろんな店につれ

ていっても「ビサダ（高い）」といっ て， 結局１００Ｈシ ョッ

プでお 一菓 ｒだけを買 って帰りました

　夕食では家族でお加１１を食べに行ってヒジ ョンはマス

ターとも仲良くなっ てサービスを要求していました ．そ

の後私が運転する車で稲作山に行きました．それはまた

グラバーでの４人で行 って ，Ｋｏｒｅａは景色を見て喜んで

いて，連れて行って良かったです．その後あと２人ホス

トとＫｏｒｅａが人っ てカラオケに行きました．カラオケで

はＫｏｒｅａは韓１玉１許の歌を歌っていて
．１二

千でした．６人で

行っ たので結構盛り ．トがりました

４Ｌ」１ ｛

　刺，私の家族とお別れをしてヒジ ョンに昨Ｈ買 ったお

みやげをあげました．学校ではヒジ ョンから韓国のお金

をもらいました、ヒジ ョンの友達が中国のお令は□本の

１／１Ｏの価他であることを教えてくれました．スライド

を見て（お別れ会） ，挨拶が終わって外に行くとみんな

写真をとっていたので私とヒジ ョンも混ざって最後にた

くさん写穴を撮りました．先小がヒジ ョンたちにバスに

乗らないといけないと言っていたので私たちはお別れを

１亨いました．なんか悲しくて涙がでてきました．ヒジ ョ

ンも泣いていたので史に涙が出てきました．バスが行 っ

た後もまださびしい気持ちがあ って悲しかったです

企ての感想

　このホームステイでは言菓では表せない何かを得た気

がします．３□１剖は思ったより長くて，途中できついと

思ったこともあ ったけど，ヒジ ョンは言葉もあまり通じ

ない空閉に暮らしてとってもイく安な気持ちでいると思 っ

たら ，できるだけヒジ ョンに楽しい思い出を作ってあげ

ようと思いました．ヒジ ョンは私の部庫に寝ていたけれ
、

ども ，ヒジ ョンがいなくなっ た部屋はもの足りない感じ

がしました．このホームステイでは，私たちは韓国につ

いて何も知らない事が分かりました．今度は私が韓旧へ

行ってみたいと思いました

　　　観光は場所を減らすかバスでまわるようにした方

がいいと思います

　ホームステイの感想

　　　　　　　　　　　　看護２年　　　　　　泉

　ホームステイを受け入れることについてはかなり迷い

ました．まず家の広さが狭いということ ，コミュニケー

ションをきちんととれるかという心配，唯 ・のコミュニ

ケーシ ョン方法である英語もいまいちうまくないという

ことなど不安だらけでしたが，今は受け人れて本当に良

かったと思いました

　まず初Ｈのウエルカムパーティーで初めて顔を合わせ

ｎ己紹介をしました、歓迎会での韓国人のパワフルさか

ら察して私の所にホームステイする千もどんなものかと
，

かなりドキドキしていました．初めて２人で会い１一己細

介した時に，私は彼女の英語を聞き収ることがなんとか

できたけれども（まあこれは近くにいた先牛方が理解し

たのを私に教えてくれたものですが） ，私が火許で「私

のことは “いずみ”と呼んでね」と言ったものはあまり

ｆ云わ っていなかったようでした．その後話すことがなく

なるとササ ッと彼女は親友らしき韓岬人のもとに帰 って

しまいました．その後彼女の様子をしばらく観察してい

ると ，親友といる時はとても楽しそうにしていましたが
，

他の人とはあまり積極的に話している様・ゴは見られなか っ

たので，彼女は人几知りする子なのかなと思いました

ウエルカムパーティーも終わ って家へ 一…緒に帰る時，私

は少ない英語能力を駆使しながら 一・…生懸命彼女に語しか

けました．でも発音の仕方が悪いらしくあまり理解して

もらえず，彼女も表情がかなり困 っていました．帰 って

からも銭湯に行ったけれど，あまりリアクションもなく
，

私もどうして良いのか全くわからない状態でした ．ｌ　Ｈ

目彼女について私がわかったことは ，彼久は韓１玉１人にし

ては白己主張が少なく ，遠慮がちな□本人タイプの人で

はないかということでした．まあでもそれは私がそうさ

せているのかもしれないのだから ，何がしたいとか何が

食べたいということは，しっ かり聞いてみようと思いま

した．そしてあまり気を使わせないように，そんな配慮

ができたらなあと思いました

　２Ｈ］は朝からはりきっ て， ごはん，豚汁，ＨＴ焼き

を朝食として出しましたが，私が一番力を注いだ豚汁が

残されていて（ほとんど）ちょっとショックでした ．そ

こで「おいしくなかった？」みたいなことを英語で聞こ

うと思 ったのですが，英語が川てこなかったので，ごは

んを差してジェスチャーで片ってみると ，伝わ ったのか

伝わらなかったのか，彼女は「オーケー オーケー」と

［享っていました．結川味が口に合わなかったのかどうか

はわからないままでした．学校に行く途中も私から話し

かけることはかなり多いのですが，彼女からの質閉はほ

とんどない状態で，何か少し気まずい感じでした．この

日の夜は私はどうしてもバイトに行かなけれぱならなか っ

たので，友達のホストと　・緒にごはんを食べてもらうこ

とになっていました．せっかく来てくれているのに，ほっ

といて悪いなあと思いつつ，私は彼女にもう１ｎ手紙で

今日の夜のことを連絡することにしました ．英；；吾で「今

日はバイトに行かないといけないといけないから友達と

一緒にごはんを食べてね．明口は学校休みだからたくさ

ん遊ぼうね」というような内春でした、バイトから帰 っ

て友達の家に迎えに行くと彼女は笑顔で迎えてくれまし

た． それを見てちょっと安心しました．疲れていた感じ

だったので，みんなで少し遊んでから家に帰りました

　３１１目はユ日市内観光で，彼女の親友のペアと一緒に

４人でまわりました．彼女は親友も一緒だったので私と

いる時よりも全然笑顔で私が質問したことに対しても１羽っ
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た顔をしないで親友に聞きながら返してくれました．こ

の日は・」円中」緒にいたこともあ ってかなり交流できた

と思いました．そして夜は稲佐山にドライブに行く予定

だったので，その前に時問があっ て２人でゆっくり話を

しました．３］目ともあ って．わからないことは辞書を

ひいて話したりしたらわかってくれました．この日初め

て通じ合ったなあという感覚を感じました．稲佐山には

親友ペアと４人で行ったので彼女も楽しそうで私も楽し

かっ たです．坂の途巾で脱輪というハプニングもかなり

良い思い出です．この日は歩き疲れてグ ッスリでした

　そして最終日 ，学校に着いて先生の話があった時，来

年は日本から韓国を訪れるということを言われたので，彼

女は「いずみも来るの？」というようなことを聞いたので
，

「わからないけど，私も韓国に行きたいとは思っているよ」

と言いました．すると彼女はニコーと笑ってうんうんとう

なずきました．何かそれまで彼女が楽しんでくれたかどう

か， かなり不安だったけど彼女の笑顔を見て，まあ楽し

んでくれたかなと思いすごくうれしかったです

　このホームステイでは韓国人のパワフルさ ，自己主張

の強さに日本人も負けていられないなあと感じました

白己主張のしすぎはいけないけれど私たちはしなさすぎ

のような気がしました．すごく勉強になりました．そし

て国は違っても気持ちが伝わらないということはないと

いう感じがしました．それにはたぶんお互いわかろうと

する努力が必要だし，お亙いの国について（言葉なども）

知りたいという姿勢でのぞむことが’人切だと感じました

要望ですが，３□目の市内観光は歩きすぎだと思いまし

た． すっ かり足痛かったです．韓国人もグッタリしてい

ました．もっとここぞというスポ ットにしぼるべきだと

思いました

　韓国人ホームステイを受け人れて

　　　　　　　　　　　　　看護２年　　仲宗根美香

受け入れが決まっ てから

　少しの英言吾とジェスチャーさえできれば，なんとかコ

ミュニケーションは取れると聞いていたが，英語すらろ

くにできないから少し不安だった．でもとてもわくわく

する気持ちの方が強かった．自分の英語能力の低いのを

少しでもカバーしようと ，自家で姉が使用していた「日

韓辞典」を送ってもらっ ていた

１日目

　歓迎セレモニーでの韓国人を見て，とてもパワフルな

雰囲気に圧倒された．初対面の時はどう対応していいの

かわからず，うまく自分の気持ちを表現できなか った

その□は長旅で疲れているだろうとのことで家に帰り
，

一緒に韓国語講座をした、お風呂，トイレ等の使い方を

全部説明しないといけないのかと思っていたが，場所を

説明しただけで後は普通に入れていた．タオルや傘，シャ

ンプー類等すべて準備してきていて思 ったより受け入れ

側としての負担はなかった

２日Ｆ１

　医技短への登校の道のあの坂にびっくりしていた．か

なり息もあがっていて，これを毎日登っているのかと驚

いていた．琴海からの実習を終えたドウレと共に近くの

スーパーへ買い物に行き ，□本のスーパーの様子を見て

もらった．夕食後，私の担当だったドウレのｂｅｓｔ　 ｆｒｉｅｎｄ

であるヘジンのホストの家に遊びに行き ，ちょっとした

パーテイー（お菓子を食べたり ，昔の与真を見たり）を

して夜を過ごした（３対３で） ．基本的におとなしめの

子で！対！でいる時よりは，や っぱり韓国人同士 ・・緒に

いたら会話もはずんで笑いもいっ ぱいあ ったような気が

した．他のホスト（一人暮らし）とかは．２組くらいで

泊まり会をしていて韓国人が寂しくないように丁夫して

いたから ，もうちょっと私も工夫すべきだったかなと思 っ

た． 普段の生活では１０：３０頃に寝ると占っ ていたが，楽

しかったらしく１時過ぎまで帰ろうとしなかった．英語

はかろうじて通じたが，次の問題は英語の発音が下手だ っ

たために伝わらなくて，最終手段は書いて確認し合って

いた．でもそれが確実で簡単だ った

３ｎ目

　まず，ちょうどいいぐらいの天気になっ て良かったと

思っ た． 晴れすぎで暑くもなく ，雨も大降りにならない

で， 風もきもちよか った

　原爆資料館見学をして，戦争の悲惨さを実際目の当た

りにして，かなり衝撃的だったようだった（特にケロイ

ドの写真） ．その見学の最中に１司じような感じの韓国か

らの留学生の人達も観光で来ていて，嬉しそうにしゃべっ

ていた（白分が同じ立場一知らない環境で同じ国民に会 っ

たら一でもすごく嬉しいと思う） ．平和公園への移動途

中でのストリートライブに興味を示し，すごいのりのり

で皆一体となってその場を楽しんでいた ．（韓国にはな

いのだろうか，聞くのを忘れてしまった 、）平和公園

（母子像のあるところ）でピースをして写真を撮ってい

るのを見て，ある１’１本人の男性が「ここでいっ ぱいのＨ

本人が死んでいるのにピースはないやろ！」とかなり激

怒していた．私達はたまたま撮り終わ っていたために直

接怒られることはなかったが，その場にいた韓国人は一

瞬何が起こったかわからず混乱しているようだ った、そ

の場にいなかったからその男性が何も考えずにピースを

していたことに怒りを表していたのか，こういう場所だ

からピースはすべきじゃないと韓国人に教えなか った日

本人に対して怒っていたのか一一 どっちにしろ無神経

な私達にイライラしたんだと思う ．私白身，何も考えず

にピースをして写真を撮っていた白分がいたし，そのせ

いで韓国人を不快にさせてしまって本当に申し訳ないと

反省した

　如己堂に入ってシアターを見ていたが，日本語訳のみ

だったから韓国人からしてみればつまらなかったと思う

２６聖人のところはあまり興味がなかったようだった．出

島のシアターでは英語，中国語，韓国語それぞれの訳の
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ヘッドホンがあって，あれはすごく良かったと思う

　グラバー園を兇た後，韓国人が一番楽しみにしていた

浜の町へ行きお．Ｌ産探しをしていると ，そこで閉題発牛

洋服やサンダル，アクセサリー類を探していたが物価の

違いがすごくて ，ＳＡＬＥをしていて ・一・一番安い店に連れて

行ったけど，気に人ったものが高かったりで，縞局何も

ｇｅｔできなか った（韓国のお店はＰＭｌＯ：ＯＯ閉店らしく
，

その考えがＨ本も同じと思ったらしく ，余裕していて行

きたいお店に行けなか ったり一一一） ．こっちはあたり

前の感覚だったために相千に悪いことをしたと思 った

ちゃんと説明して計画的に動くべきだ った

　買い物の後，１矢技短２年牛３人とそのホームステイ柵

・丁の韓Ｌ目人とカラオケに行き ，柚手の歌のうまさにび っ

くりしたと同時に，やはり娯楽の一つであるカラオケ等

は国境を越えて万国共通なんだと実感した

４日［

　やはり服後の別れは辛かった．最終口ともなれば結構

コミュニケーションも収れてきて，ドウレもＦ１本語が上

・乎になっていた．登校途中にドウレから貰 った日本語の

’千紙がものすごく嬉しか った

食一事

　できるだけドウレの希望に添うようにというのと ，得

意不得意ではなくＬ」本に来たからには［本料理を食べて

帰ってほしいとの思いから ，あらゆる日本料珊に挑戦し

た． 定番の納豆はやはりくせがあるらしくダメで
，．

冒１腐

は韓国と１司じとのことで食べてくれて，味噌汁はありは

するが味が異なると ’芹って食べなか った．寿司の評判は

あまり良くなかった気がする（表情をあまりｌｌｌさないゴ

だっ たので判りにくか った） ．韓同料理は基本的に辛い

から ，口木のしょうゆせんべい等もどうってことないだ

ろうと思 っていたら ，その塩辛さはあまり好みではない

らしく食べなかったのが印象的だ った

まとめと要望

　４日間異文化交流に参加して，ｌＦ直なところ言葉の壁

や，　・人暮らしということですべて１人分という不慣れ

なこと等からの気疲れがドッときた．反省点としては
，

韓１玉１許の前に英語をもう少しきちんとマスターすべきだ っ

たと思 ったと１呵時に，英許の全此界共通のすばらしさに

感動した．６千円の支給はかなり助か った

　要望としては柵手側にこっちが ・人暮らしだというこ

とを伝えていてほしかった（家族有りと同じ対応が困難

だから） ．あと ，３Ｈ間はやはりちょっときついし ，韓

１玉１人も同じ仲問１司十で過ごしたいという気持ちがあ った

んじゃないかという想像から ，１泊くらいは韓同人だけ

の宿泊があ ってもよかったと思う ．観光のスケジュール

はハードすぎて，韓国人も足 ・腰が痛い等と口々に言 っ

ていた．もう少し減らすかバスの移動が良かったのでは

と思 った

　最後に，韓国人は皆陽気で九気で，臼本人がいかに内

気で消極的かを思い矢１１らされ，もっと白己斗張できるよ

うになるべきだと感じた．いろいろ困難．なこともあ った

が， それ以上に学びや喜び，そして人との出会いという

ステキな経験ができ ，参加して良かったと思っている

今度は逆バージ ョンで口分が訪問して，その相千側の気

持ちというものも味わ ってみたい．このようなすばらし

い機会を与えて下さった先牛方に感謝したいと同時に ，

これからもどんどん交流を増やしていくことが，口本の

学生のいろんな面での向上になると感じた ．４１１間どう

もおつかれさまでした

　ホームステイを受け人れた感想

　　　　　　　　　　　　　看護２年　濱崎串記子

　私は今回のホームステイをボランティアをしたいとい

う考えと ，□本以外の人と初めてふれあ ってみたいと思

う軽い気持ちから受け人れようと考えた．受け人れが決

まってからは楽しみでいっ ぱいだったけれども ，実際に

来て，話しているところや外見で，や っぱり受け入れな

い方がよかったかもしれないと思 った．実際目の前にし

てみると ，何と話しているのか全く理解できないし ，英

許での会言舌もできない．何よりサングラスをしているの

が怖くみえたからだ った．看護の話で忠者さんが髪が茶

色い今時の人に看護されたくないというような話を聞い

たとき ，やっぱり年を経た人はそういう考えを持つのだ

なあと思 ったが，実際今口韓国の人たちを兇たとき ，白

分も同じことを考えていたことに気付いた．しかし，きっ

と１人ユ人と話してみると絶対悪い人でないと思い，言

い聞かせながら１６時 一１７時までの時問を過ごした

　しかし実際にウエルカムパーティーが始まってみると
，

韓同の人にもいろいろな人がいて，少しずつみると皆一

生懸命に口本人の私たちと積極的にコミュニケーション

をとりたがっている様丁をみて，白分はずるいなあと思 っ

て話をしてみた．私のパートナーは「あなたの名前は何

ですか？」という英語を理解できない様ｒでいっ そう不

安はつの ったけれども ，表情などをみて，時と場所を考

えながら ，少しずつ２日問かけておたがいを理解できた

ように思う ．韓国の人たちは，しっ かり〕本での会話を

学んで来ていたのに，山分たちは受け入れるし ，Ｌ」本に

いるという気分からか勉強しなかったことをとても後悔し
，

２Ｈ問かけてパートナーに教えてもらった ．紙を見なく

ても「おはよう」と「バイバイ」と「いただきます」「ご

ちそうさま」 ，「暑い」と「疲れた」は言えるようになっ

た． ・韓国の人たちで；１舌している言葉は令くわからない３

日問だったが，私にとっては，人の見た１－１という思想の

転換と ，韓国の食文化を現解し，コミュニケーションは

どんなに’文法的に成立しない英語であ っても ，わかって

ほしい，わかりたいな ，というおｌｉｌいの歩みよりの気持ち

があれば理解できるんだなあとわかり ，３日目には冗談
も’言うことができ ，笑うことができた．とても嬉しかった

　“世界には約６０億人の人がいる ．それは１Ｈにユ人ず

つ友達になったとしても ・・生で企員とは知り合うことは
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できない．その内の何人かと知り合うことができた今
，

今知り合った人たちは運命である”という私の大好きな

詞がある 、今同３Ｈ間という短い問に，日本の後輩たち

も含め，１０人以上も友達になることができた．すごく引 っ

込みがちな自分にしては，とても頑張ったし．たぶん私

以上の頑張りを韓国の人はしたと思う

　今同のホームステイは私の思考を変える大きなきっ か

けとなり ，今後もそういう活動には参加しようという意

志をもてたＩ韓国の人が日本に来るのは大変な苦労だと

ドラマで見ていたが，本当に円本の１／１０の物価だと聞

きとても驚いた．今後も手紙とメールで交流を続けて
，

今度は私が韓国に行けたらと思 った．最後にもらった手

紙に、あなたの親切を私は絶対忘れない，お互いがんば

ろう！と書かれていたのをみて ，帰った後に涙が山た

ホームステイを受け入れて本当によかったと自分でも少

し自信がもてた．とても楽しかったです

　晋州保健大学学生との交流をとおして学んだこと

　　　　　　　　　　　　看護３年　　緒方るい子

　今回三泊四日の日程で韓同の看護学生と交流できる機

会を頂き ，短い期問でしたがお互いの国の文化について
，

大学での生活についてなど将来同じ看護職に就く学牛ど

うしでいろいろと話をすることができました

　母国語が韓同語と］本語という人きな言葉の壁もあり

ましたが，何とか共通語である英語を用いて会話をする

ことができました．今改めて英語で会話をするという能

力が求められていることを痛感しました．会話のほとん

どは英許でしたが，韓国の学生さんはその［ １でも時折
，

来口前に勉強したり高校時代に習 った日本語を使って会

話をしてくれました、私たち日本の学生はあいさつ程度

の韓国語しか知らないのに対して，韓国の学生はいろい

ろな日本語を勉強しており ，意識の違いを感じ反省させ

られた場而もありました

　今回の交流の中で，私はホストとして日本の家庭につ

いても十分知ってもらいたいと思 っていました．韓国の

学牛さんは，例えば日木の住屏については，畳の部屋や

仏壇などに特に興味をもっ ていました．相手の韓国の学

牛さんから質問を受けることで，逆に私が「韓国ではど

うなのか」と疑問を牛じ，韓国での生活の様子や住居に

ついて知ることができたこともあります．□本の暮らし

を知ってもらうために，観光だけではなく実際にホーム

ステイをして食住を体験してもらったことはとても意義

あることだったと思います

　同じ看護学生として，両国の看護教育についてもお互

いに意見を交換することができました．近年，看護職の

地位向トのために看護教育が大学化していることは韓国

でも同様であることを知りました ．また，韓国の学生は

口■木の学牛以．トにレポートや予習復習に追われていると

いう事を知り ，日本の人学が諦外国と比べて楽であると

いうことも会話の中から感じることがありました

　白国以外の学生と交流することによって，日本の文化

を再認識したり白覚させられた事も多く ，良い勉強にな

りました．今同の交流をきっ かけにして将来他国の看護

職と白巾に意見を交換したりできるようになれたらいい

と思います

　ｕ本と韓国はわずか数十年前までは歴史的にいろいろ

な出来事があ った間柄ですが，これから新しい時代を迎

えるにあたって，わたしたちが日本と韓国を結ぶ架け橋

となる一人となればよいのではないかと思います．この

ようなことからも今回の交流はとても意義のあるもので

あったと評価でき ，今後も相互に交流を続けていければ

よいと思います

　韓同の看護学生との交流で学んだこと

　　　　　　　　　　　　看護３年　　折原未亜子

　私が今呵韓国からの看護学生をホストとして受け入れ

た理由として，はじめはただ単に韓国の人と友達になり

たいという簡単な気持ちでした、しかし，１日１日と交

流を深めていくうちに，文化 ・生活の違いはもちろんの

こと ，韓国と日本の片葉についてや考え方の違いについ

てなど，とても多くのことを学ぶことができました

　最初の交流会では韓国の皆さんの情熱的なところに圧

倒されてしまいました．もともと英諮が得意でない方で

したので，韓国の皆さんのパワフルさに驚き ，初めの方

はなかなかうまくコミュニケーションをとることができ

ませんでした ．「この先どうなるのだろう」と不安すら

感じていましたが，絵やボデイランゲージなどを取り入

れることで，少しずつコミュニケーシ ョンがとれるよう

になり ，最後の方は白分でも驚くほどスムーズに会話が

できていた気がします．コミュニケーションは看護では

とても大切なことです ．’言葉が通じなくても ，相手のこ

とを知りたい，自分の思いを伝えたいと強く思うことで
，

その人との問にある壁をのりこえてコミュニケーシ ョン

できるのだと ，あらためて感じました．（それぞれの国

の言葉で話すとお互いに壁ができてしまう ．（白分の国

の言葉は禁
．１ト

．英語だけで話そう）という ，ある人の言

葉に心を打たれました）

　韓同語とＨ本語はまったく違うように聞こえますが
，

中にはとても似ている言葉がいくつもありました．これ

は］木が韓国を植民地としていた時代のなごりのようで

す． そのため韓同の高齢者の方々はこのＨ本語に似てい

る言葉を話すことを嫌っているのだと韓同の皆さんは言っ

ていました．それと同じようなことですが，在宅の実習

で高齢者の白宅を訪問した時，たまたまワールドカッ プ

がＴＶに映っていました．すでにＨ本は負けていたため

私は同じアジア人である韓国を応援していました．しか

し高齢者の方は韓同が負けることをいいように言ってい

たのです．私はそのことを聞いて，とてもショックを受

けました．これらを考えると ，韓国と日本との問で起こっ

たつらい歴史が今もなお高齢者の心に強く残っているの
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だと感じました ．もう ’二度とそのようなことが無いでほ

しいと願っています

　その他にもたくさんのことを学ぶことができましたが
，

企てを書くととても長くなるので終わりにします、この

ような機会を作 って
’’

ドさっ た先生方，家にホームステイ

をしてくれたイー・ シネさん，肩』護学小の皆さん，木
“』

千

にありがとうございました

話一題が尽きませんでした．同時に遠いアメリカのことは

ニュースになるし，よく知 っているのに，近い韓固に対

しては興味もなく ，もちろん知識もありませんでした

北海道に行くより費川も時閉もかからない制玉１は近くて

遠い同であると感じました、この機会を大切にこれから

もメールをやり収りしながら交流していきたいと思いま

した．本当にありがとうございました

　同境を越えた友情

　　　　　　　　　　　　　看護３年　　木原早紀ｒ

　ホスト募集のプリントをもらっ たときは，興味は持 っ

たけれど，実際白分から｝し山てホストになろうとは思

いませんでした．先牛の話で ，「 ’人だけホストがいな

くて困 っている」と聞き ，しぶしぶホストになりました

留学外が来るまでは，期待よりも不安や後悔の気持ちが

大きかったことを覚えています、しかし，ジンや他の留

学止にすばらしい思い出をもらっ て感謝しています 、［』

木人だけでは絶対に作れない思い出です

　私の友達はあいにく火凋で日段がなく遊びに行くことが

できず，ユ日１二／のウエルカムパーティーの後，２〕〔の

夕’方などの時問に自分はイ可もしてあげられない，他のホ

ストの人はきっと色々計晒して楽しむんだろうな ，｝し

訳ないなと思 っていました．しかし，１Ｈ］のウエルカ

ムパ］ティーの時に留学生の方から ，「この後，何人か

の留学牛とそのホストとで遊ほう」という誘いが出て
，

ボーリングに行くことになりました．そのことがきっ か

けで次の□の夕食や最終］の観光の後はそのメンバーで

遊ぶことになり ，私のイく安は 一瞬で解決しました．ユＨ

□はボーリングから帰り少し言■号して，床に就きました

次の］は，昨□のメンバーで，持ち寄り会をしました

料理の封も１一分あ ったし，みんなで色々な話をしたり
，

浴衣を着付けたりと楽しい時閉が過ぎていきました ．２

時頃に終わり ，その後隣人が遊びに来たので５時まで言舌

していました．３「川の観光は寝不足でしたが，長崎に

ｆｉｌんでいるからこそ行く機会がないところで長崎の麻史

や偉人について知ることができてよかったと思います

解散後は１ ，２□ｕのメンバーで唐酒屋に行ったり ，カ

ラオケに行きました．笑いの絶えない時問でした．私た

ちがもてなさなければならないと思っていたけれど，そ

う感じていたのは私だけで，ジンは ・一・・緒に楽しもうとい

う気持ちだったことに気づきました

　以前の私の韓国のイメージは発展途上同で牛真１帥］と

いったいいイメージではありませんでした．しかし，ジ

ンや他の留学什と色々と話していくうちに，親しみやす

くｍ「く ・元気で沽発な印象を持ちました、また，彼女た

ちは愛閑心が強いと思いました．韓同人に対する向定観

念は跡形もなく崩されていきました．韓同の政治や事件
，

二芸能界，考え方，風椚など教科書や雑誌では感じること

のできない生の韓１玉１を知ることができました．また，彼

女たちはｌ１木のことを沢川知 っており ，Ｌ１本のことでも

　韓国の留学牛をホームステイに迎えて

　　　　　　　　　　　　　助産専攻　　石橋　陽ｒ

　実際にホームステイをする前は，「受け人れたが，木

当に大丈夫なんだろうか？」と ，とても不安だったが
，

同時に初めてのホームステイを受け入れることにワクワ

クもしていた．口本語は通じないだろうから ，私がハン

グル諮で話さなければとか，　 ’緒に○○をしよう！とか
，

結構楽しんでいたのかもしれない．しかし ，一川になり

講義室に留学生が人ってくると ，緊張はピークになっ た．

しかも ，留学生は全員赤の韓国のサ ッカーのＴシャツ

憐圧倒されてしまい，不安は益々高まった．生協での

食事会の前に私の家にホームステイする学牛（パク ・ピ

リョンさん，以後ピリョン）を兄つけ，どんなんなんだ

ろうといろいろ考えてはいたが，想像よりも ’人人でとて

もしっ かりしているようだ った

　食事会で初めて挨拶を交わし，やはり最初はお互い緊

張と不安があり ，実際三、｝葉も英語でしか通じないことか

ら， 何をどう話せばいいか分からなかったが，ピリョン

の方からいろいろと話をしてくれてとても緊張がほぐれ
た． 初臼は移動で疲れているから ，そのまま家に少．１ｌりゆっ

くりするのかと思ったが，１１人でボーリングに行くこと

になり ，すごい元気さを感じた．初めて１人でゆっくり

話をしたのはボーリングから帰って寝る ’前だ った ．どう

して看護帥になろうと思ったのかとか，テレビを見なが

ら１．１本の俳優は知っているかなど，どのくらい韓固の人

が口木について知っているのか分か った．やはり ，これ

までほとんど口木のメディアとは関係していなか った

　２口Ｈ ，３Ｈ目の夜は１２人くらいで集まり ，ホストが

ご飯を作り ，持ち寄 って 一…緒に話をしながら食べた ．□

本と韓国は１司じ所もあったが，やはり違う所の方が多か っ

た． 生沽習慣や考え方，恋愛や家族との関わりノゴなど
，

感心することが多かった．留学小はとても積価的に言占し

てくれて韓１玉１の人達がｌ１本やｌｉ本人に対してどのように

思っているのか初めて知 った．第２次世界人戦の頃の［
’１

木人の韓国人に対する虐待について学習しており ，今１□１

日本に来た留学生達も臼本に来る前は良いイメージを持 っ

ていなかったようだ．しかし，こうや って言舌をしている

うちに，Ｈ本人を好きになっ てくれたみたいで受け入れ

たホストもとても嬉しかったようだ

　３□間と ，とても短い期間で，とても仲良くなること

ができたことがとても良かった ．今Ｌ］１は］韓交流サ ッカー

の後ということもあり ，だいぶＨ本と韓囚の交流が始まっ
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た時期だったので，このようにスムーズにいくことがで

きたのだろう ．今同のことからも ，自分の国と相乎の国

のことは，まず何があったのかなど知 っておく必要があ

ると思 った

　３日問そんな大したことはできなかったが，受け入れ

て本当に良かったと思う 、これから先，またこのような

ことがある時はこの経験を生かしたいと思う

　韓国’大学生ホームステイ受け入れを行っての感想

　　　　　　　　　　　　助産専攻科　　蔵岡　育実

　私は今同のホームステイ受け入れにあたっては何も考

えず，「おもしろそうだから」という簡単な理血で受け

人れをしてしまったのですが，よく考えてみると私は今

までに外国に行ったこともありませんでしたし，外国の

方と話をしたこともありませんでした

　よって１日目に行われた歓迎パーティーの場に行った

時は，同じ日本人同士でさえも初対面の人とはなかなか

うちとけることのできない私にとって，自分には無理なこ

とをしてしまったのではないかという思いと ，本当に私な

んかにできるのかという大きな不安とが重くのしかかって

いました．また，高校生以来久しぶりに話す英語は本当

に忘れてしまっ ていることを思い知らされ，私はこの３

口間彼女たちとコミュニケーシ ョンできるのかという ’人き

な不安を抱いてしまっ たというのが正直な気持ちでした

　しかし，私の受け入れ学生であ ったイ ・ウンジンがそ

の不安を消してくれたと思っています．英語の発音がな

かなか聞き取れなくて何度も聞き返してしまう私に対し

てウンジンは丁寧に，ゆっくりと韓国の文化や習慣のこ
と， 音楽やファッション ，韓国の人の考え，またウンジ

ン自身の両親に対する ，看護に対する考えなどを話して

くれました．そのことによって私はウンジンに対する優し

さを感じることができたのはもちろん，白分の考えをしっ

かり持っていることに対する尊敬の思いを抱きました

　そしてこの３日間はみんなで 一…緒に食事をしたり ，夜

遅くまで話をしたりすることで，友達と話すことの楽し

さ， 白分は話すことができるのだという喜びを心から感

じることができた３□問でした

　また市内観光では，私は長崎に住んで４年目になりま

すが，行ったことがない所もたくさんあって，いつかは

平和を考えていく トで行かなければならない場所だと思 っ

ていたので，この機会にしかも韓国の人と戦争のこと
，

平和のことを話しながら観光することができたのはとて

も幸せなことだったと思っています

　そして，やはりこのホームステイを受け人れた以上，日

本はよかったと思って帰ってもらいたかったので，私には責

任があるのだと思っていました．自分ではがんばったつもり

でいましたが，最終日の別れの時は，私は彼女に何ができ

ただろう ，何もできなかったのではないか，私の思いはちゃ

んと伝えられただろうか，という思いでいっ ぱいでした

　でもウンジンは私に「育実が作った料理はとてもおい

しかった」という言葉と ，「育実は親切」という私にとっ

て最高の評価である言葉をくらました．そんな誉め言葉

をもらえたことで私は白分の白信にもなったし，このホー

ムステイを受け入れたことは自分にとっても貴重な経験

になったと思えたし，ウンジンが私の家に来てくれたこ

とを心から感謝すべきだと思いました

　このホームステイの受け入れをして私は本当に楽しか っ

たし，本当によかったです

　最後になりましたが，この機会を与えて
一’

Ｆさった先牛

方， 市内観光の際に暑い中，私たちのために必死になっ

て動いて’ドさった先生方に心から感謝の意をホしたいと

思います

　本当にありがとうございました

　ホームステイを受け入れての感想

　　　　　　　　　　　　　助産専攻　　園田　佳代

　韓国人交換留学生をホームステイとして受け入れ，３泊

４［と短い期間ではあったものの，お互い不慣れな英言吾で

コミュニケーシ ョンをとっているのは，初めは客観的に見て

奇妙な感じがしたが，慣れるとホスト同士でも英語で話し

合うようになり ，不白然ではなくなっていった．そうやって

慣れた頃には別れの時が来て，３日間ではあっても友情は

芽生える事を実感することが出来た

　３□間はすごく楽しく ，ハードなものではあったが，かけ

がえのない時間だったと思える 、今回，ホストになって
，

留学生達と友達になれた事も良い事であったが，ホスト同

士も友達になれた事も ，私にとっては大きな喜びともなっ

た、

　私はこの１年しか在学しないけれども出来ることなら

□本からの交換留学生として行きたいと思う ．また，看

護の学生にホストになる ・事を是非勧めたいと思う

　ホームステイを受け人れての感想

　　　　　　　　　　　　　理学２年　　岩永　桃子

　私は今まで何度．かホームステイをしたことはあったが
，

受け入れる側になったのは今回が初めてで，ジ ョンウン

が来るまでは３泊４□は長く感じていたが，終わ ってみ

ると本当にあ っという問でした

　初日はどちらも緊張していて，あまり言葉も通じなく

てどうしようかと思ったけれど，２口目以降は徐々に慣

れてきて，どうにかコミュニケーシ ョンもとれるように

なったので良かったです．以前何かの授業で「外国に行 っ

たら運動性失語症の人の気持ちがわかる」と先生が言 っ

ていたことを思い出しました．本当に白分の言いたいこ

とを口に出せないというのはとても歯がゆくて，くやし

いけれど案外言葉で通じなくてもボデイランゲージや絵

など様々な方法を使ってコミュニケーシ ョンを取ること

は可能だということがわかりました

　また韓圃と日本の似ているようで微妙に違う習慣なども

とても興味深かったです．食事の際，日本人は左手で皿
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を持って食べるけど韓１詞では持たなかったり ，写真を撮る

ときのかけ声も「３ ，２ ，！」で初めはとても違和感を感

じたが最後のころにはポ→然と白分たちも「３ ，２ ，１」と

「亨ってｌｌｊ：真をとっていました．しかし，夕食などで「これ

はＨ本の食べ物だ」と忠って食べさせたら ，ほとんど「韓

旧に同じようなものがある」と言われ，少し残念でした

けれどもたこ焼きは初めてだったようで，日本で食べた中

で・一・番おいしかったと言ってもらえてうれしかったです

　今ｎ，」番残念だったことは土曜Ｈの市内観光がバタ

バタだったことでした．行くところが多すぎで，１カ所

ユカ所をよく見ることができなくて，私達はまたいつで

も来れるからいいが，韓国からはそう何度も来れるわけ

ではないので，もっとよく見せてあげたかったです．特

に原爆資料館では時問がなくて最後の方はほとんど見る

ことができず，とても見たがっていたので残念でした

もう少し行くところを減らして１カ所１カ所をじっくり

見たかったです．そして向由行動の時間も少なくて家に

来ていたジ ョンウンは古美術が児たいと言っていたけど
，

もう時問が遅くて，ほとんど閉まっ ていて見れなか った

のが本当に心残りです

　短い期間でしたが，他の国の人と一緒に生活をすると

いうのは白分の１吐界を広げるためにもとてもいい経験に

なりました．今同受け入れ先になっ て本当によか ったと

思います

　留学小を受け人れての感想

　　　　　　　　　　　　　作業２年　　井卜　摩紀

　私はずっと前から帯学生を受け人れる「ホスト」になっ

てみたいと思っていました．しかし，中学校と高校では

そんな機会もなく ，［分白身が留学牛になることもな

く今に至りました．そんな中でホストを募集するプリン

トが配られて「や ってみたい」と思ったものの，現在で

は…人暮らしで満足な食生活を提供できるか不安があ っ

たし，家の中で１対１で会話が続いたり ，場が持つかど

うかもｎ信がありませんでした．それで，友達に何度も

柚談して，助けてもらうという約束をとりつけた ．Ｌでホ

ストに応募しました

　ウエルカムパーティーではホストの中に安１１り合いが１

人しかいなくて，２人孤独状態でホストに応募した事に

少し後悔しました．それから留学生が入場してきて食事

になっ たものの，［分の所に泊まる学生がなかなか見つ

からず，別の留学生に教えてもらっ てや っと見つける事

が出来ました．そして白己紹介はしたものの，何となく

会話が出来なくて「困 ったなあ一一」と内心思いながら

食事をしていたけれど，徐々に話すことが出来ました

それからプレゼントをもらったり ，ストラッ プを交換す

るなど，今まで経験したことがないようなことをや って
，

「や っぱり受け人れて良かった」と思いました

　家に連れて来て最初に占われたことは「家に泊めてく

れてありがとう」という事で，それを聞いてとても嬉し

かったです．英語での会話はなかなかうまくいかないこ

とも多くて（私の英語力が低いので） ，お互いに困 った

こともあ ったけど，ジェスチャーや絵で何とか乗り切れ

ました．言菓が多少通じなくても案外どうにかなるもの

だという事を実感しました

　４ｕ間彼女についてよく感じた一事は積極的そして勉強

熱心だという事でした．何でも口本語を聞いて，音をハ

ングル語で書き取り ，その言葉の意昧を尋ねてはまたノー

トに吉き込んでいました ．・一一度「勉強熱心だね」とト亨う

と「みんなそうだよ」と言っていたので，韓同の学牛は

すごいなあと思い，少しは見習おうと思いました．他に

は様々な場１師を口本語を使って体験しようとする姿勢が

よくみられました．買い物や写真を撮ってもらうように

頼むことなど，本当に困った時以外は白分で債極的にや っ

ていました、私だったらホストに頼りきってしまうかも

しれない状況を，彼女は白分でやっているのを見て，もっ

と白分も色んな事に積極的にやっていこうと思いました

　家には毎日のように同じ学科の友達が来て，みんなで

しゃべったり ，食事をしたりしていました．みんなが積

極的に来てくれたので，とても助かりました．私が思い

付かないような［本特有の遊びやイベントを紹介したり

体験したり ，調理を手伝ってくれたり ，ゆかたを持って

来てくれて着せてくれたりしてくれました．おかげで一

人幕らしならではの］本の牛活を味わせることが出来た
し， 楽しんでもらえたと思います．みんなも楽しんでい

ました

　土 ・□関係なく朝早く起きたり ，夜遅くまで起きてい

たので，体力的にすごく疲れたけれど，とても充実した

４□間だったと思います．ホストになっ て本当に良か っ

たと思 っています．とても良い経験になりました
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